
令和 7 年度 第４回 

認知症高齢者グループホーム無憂苑 

運営推進会議報告 

１.日程 令和 7 年１１月 2０日（木）11 時～1２時００分 

２.開催場所 無憂苑会議室 

３.参加者 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ長：野内武氏、 東町町内会：近澤徹司氏 

北町町内会：佐々木裕氏、 利用者ご家族代表：堀野美也子氏 

山川施設長、森谷                                  計 6 名 

 

※開催にあたって施設長からご挨拶をしていただく。 

 

４.協議事項 

（１）運営状況 

 月次の収入実績はいずれの月も当初予算を上回り、前年度同月比でも概ね右肩上がりで推移している。

7 月からの利用料改定、8 月からの医療連携体制加算、11 月から科学的介護推進体制加算取得により、

収入基盤が徐々に強化されつつある。1 月からは認知症チームケア推進加算を取得していく予定。 

 定員１８人に対する稼働率は９０％台後半で推移し、１０月は初めて 100％を達成。１１月は１名入院により

わずかに 100％を下回る見込みだが。前年に比べ大きく改善している。 

 認知症高齢者グループホームの平均稼働率がどのくらいなのかとの質問があがるも、把握しておらず返

答はできなかったが、野内氏からは無憂苑の稼働率はかなり良い数字ではないかとの評価をいただく（後

日、調べたところ 2023 年の数字ではあるが９４．７％と出している記事をみつける）。 

 

（２）ご利用者の健康、入院状況 

 昨年度はコロナ等の影響で入院が続いたが、今年度（４月以降）は感染症による入院がなく、全体として

状態は安定している。今年度に入ってからの入院は胆石・胆管炎や肝嚢胞など、持病に起因するケースが

中心であり、完全な予防が難しい側面がある。 

 インフルエンザ予防接種は１８名中１４名が接種。コロナワクチンは希望者がおらず実施している方はいな

い。 

 夜間・休日のオンコール件数が大幅に減少し、職員の対応力向上とご利用者の状態安定が連動している

と考えられる。 

 

（３）職員体制・安全対策 

 １０月から職員配置は概ね落ち着いたが１０月末に職員が仕事中に転倒し、労災事故（肩の脱臼と剥離骨



折）が発生し、現在休職中。 

 介護現場の労災は「転倒」「腰痛」が多く、履物を含めた安全管理の見直しと、職員全体への注意喚起が

必要である。 

 無憂苑の職員の年齢層が６０代以上が半数程度を占めており、高齢職員にも配慮した働き方の工夫が

今後の課題となっている。 

  

（４）行事・生活支援の取り組み 

 １０月は小平町へのドライブを実施し、１１名が参加。海を眺め、現地で鮭いくら丼を楽しみ、良いリフレッ

シュの機会となった。 

 １０月から手作りおやつを再開し、ご利用者が「昔よく作っていた」というエピソードをもとに、カボチャ団

子や牛乳寒天などを作り、生活意欲の向上につなげている。 

 町主催の「高齢者の集い」に参加させていただき、くじ引きや物品提供を通じて、ご利用者の楽しみと地

域との繋がりを深めることができたと感じている。 

 １２月は忘年会、１月は新年会があるため、食の楽しみを中心とした企画を予定している。 

 施設の特徴である暖炉は今後使用していく予定。火を囲むレイアウトに変更し、癒しの場として生かして

いきたいと考えている。近澤氏より、薪の寄付をしていただけることとなる。 

 

（５）ケアの方向性と地域連携 

 今後はご利用者一人ひとりの「やりたい」や「好きだったこと」を大切にできる取り組みを進めていきたい

と考えている。毎日飲んでいる飲み物をご自分で入れていただく、または得意なことを生かしていただける

ようにそのためにはどのような支援をしていけば良いのかなどを考えて取り組んでいきたい。 

 オレンジカフェは１０月末に無憂苑で開催され、無事に終了している。今回は「ボッチャ」というゲームを皆

さんで楽しみ、その後はお茶を飲みながら交流し、思い思いにお話をしていただくという内容。来年度から

オレンジカフェは大悲会が主体となっていくため、今後それに関する打ち合わせもしていく予定となってい

る。 

 近澤氏より神戸市の「ごちゃまぜ長屋」の実践事例についてのお話があり、非常に興味深く聞かせていた

だいた。同じような取り組みはなかなか出来ないが、地域に開かれた施設として少しでも地域の皆様に知

っていただき、関わりをもっていけるように考えていきたい。 

 また、マイトリーなどは町内の総会などで使用可能なため、ぜひ利用していただきたいことをお伝えしてい

る。 

 

（６）今後の課題・展望 

 介護報酬の基本単価は大きな増額が見込みにくく、処遇改善加算を活用しながら、限られた財源で人材

確保と処遇改善を図る必要がある。 

 今後も労働力不足は続くと予想されるため、ICT や介護ロボットの導入等により、省力化とケアの質の両

立を目指すことが重要である。 

 委員・ご家族・地域の皆様のご意見をいただきながら「安心して暮らせる施設」づくりを一層進めていきた

い。 



（７）その他 

 推進委員の堀野氏より、使用しなくなったタオルなどは集めているのかとのご質問があり、常に集めてい

ることをお伝えさせていただく。 

 

（８）次回の運営推進会議について 

〇次回は 1２月１２日（金）11 時から１３時 

場所あそか苑事務所 

デイサービスと合同で実施 


